
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（指定管理者名）西武造園株式会社

（団体の概要）

指定期間

R1.2.1～R5.1. 31（ 4ヵ年）

２　施設名 ３　収支（単位：千円）

収入　計 東京臨海広域防災公園：令和3年度→57,609
指定管理料                       令和2年度→56,952
利用料金

支出　計
収支差

４　管理運営の概要

５　管理状況（維持管理）

実施方法：

東京臨海広域防災公園

７　入園者数の状況（単位：人）

施設名 当該年度 分析

合　計

東京臨海広域防災公園 158,212

昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大が続く中ではあるが、新しく造成した花壇で地域協働の開始
や近隣の動物専門学校との連携等、新しい繋がりを持つことができた。また、警視庁や消防庁、自衛隊等とも引
き続き展示イベントを通して繋がりを保つことができた。
また、園内の魅力を伝えるためのツールを作成したり、園地の利用ルールを再整備する等、コロナ渦で変化した
公園の利用方法に柔軟に対応した。

158,212
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６　利用者アンケート結果

施設名
総合

満足度
植栽
管理

施設の
清潔さ

安全
・安心

職員の
応対

【地域のコミュニティの場の創出】
・都立公園と国営公園の境界部に令和2年度造成した大規模花壇で維持管理のボランティア活動を開始した。ガーデニングの専門家を講師として招き、植物の
種類や季節ごとの管理手法について、細かく指導をしていただいた。今後は講座として、花壇のデザインやリース作りなどのワークショップをグループで行う
等、よりコミュニケーションを活発化させる取り組みを行いたい。
【安心・安全な公園緑地空間の提供】
・都立公園と国営公園にまたがるヘリポート付近の芝生広場にて自動芝刈り機を4台導入した。はじめは埋蔵物等の関係で上手く稼働しない事が多く、夏場に
関しては草丈が伸びるのも早く、一度委託作業として、自動芝刈り機のエリアの芝刈りを実施した。その後、機械の調整等を繰り返し実施し、順調に稼働する
ようになり、常に一定の刈高の芝生環境を提供することができた。

56,952

内
訳

57,609 56,952
0 0

57,609 56,952
0 0

令和2年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大の影響が大型持ち込みイベントや公園主催イベントの中止や延期に大きな影響を与えた1年だった。公園
を取り巻く状況が変化する中で、管理センターの公園スタッフによる公園の魅力について話し合うミーティングの時間を設けた。
公園の魅力がどこにあり、どのように伝えるのかについて考え、「公園の過ごし方」と「おすすめフォトスポット」のリーフレットの作成や管理センターの受
付リニューアル等、具体的な成果に繋げた。
また、令和2年度に整備した大規模な宿根草花壇において、ボランティアを募り、維持管理活動を開始した。当初は室内での講座と屋外での実践形式のイベン
トとして実施を考えていたが、コロナ禍の影響もあり、任意参加のボランティアという形に落ち着いた。
ガーデニングの専門家を講師として招き、植物の種類や季節による手入れの違いを丁寧に指導していただいた。
イベントについては、展示やセルフイベントを中心に、警察・消防・自衛隊等の公共団体の他、地元の野鳥愛好家や動物専門学校と連携したイベントを実施し
た。

東京臨海広域防災公園

西武鉄道(株）をはじめとする様々な企業が属する「西武グループ企業」の一員であり、
関東圏を中心に全国各地にある81箇所479施設(令和3年3月末現在）の都市公園等の管理
運営に携わっている。

東京臨海広域防災公園

令和３年度 令和２年度 公園別支出額
項目 金額 金額

57,609

公表様式






